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室用面{象技術およびその関連技衛の進歩は著しく，産学・医療の発展iこ与える波及効果iま
種々の医用工学技術のなかでも群を抜いている。医用酉像技街においては，第一iこ人体から診
断 z治療!こ役iこ立つ構報をできるだけ少ない浸襲で取得し冨像化する技術が必要になる。第二
に得られた画像のもつ情報を有機的に結合し統合化する技術と画像構報から生掠の定量的な
状態を得るE像処理技術が必要である。これらの医用冨像技衝は大きな成果を上げているもの
の，生体組織とOOif象化のための各種物理エネんギーとの相互作用については未解明な部分も
多く，得られた信号中に含まれる構報を十分には生かしきれていないのが実情で、あるO
本研究開発部門では，工学分野と産学分野が密接に連携しながら超音波画像， MRI画像な
ど異なった物理的手法で得られる画像を総合的iこ扱い，最新の靖報処理 知能化処理手法を利E
用し生体組織の物理的，化学的変化を定量的に明らかにする次世代医用画像技術を開発する
ことを目的としている。これらの開発で、得られた知見i京医用画像の本質的な理解につながり，
高精度な診断構報を提供する他，知能化診断技術，手街支援技術などにもつながり，高齢化社
会における健衰の維持管理等の定量的指標として科用することができる。
定量診新 z治療支援技術の開発
超音波や光などを用いた診断装置で収集される波動靖報と生体の構造の関係を明らかにし
各種痛変における生体組織の特性を考麗した定量診断のための信号処理技街の開発を行って
いる。 
(1)肝線維症の診断法の開発
超音波を用いた線維症の診断では，ターゲットとなる線維組織がエコーの干渉ノイズ、の影響で
認識し難いとう問題がある。そこで，超音波エコー信号の空間的な分布を指標とし，微細な線維
組織の靖報を 3次元で描出する処理を提案した。ヒト肝臓の剖検誌料〈肝硬変)を用いて検証を
行った結果，超音波エコー信号から描出された線維組織の構造と実際の線維組織構造とが 3
次元で一致し提案処理の妥当性が示された(下図書中)。この結果を踏まえ，体内の肝臓におけ
る線維構造の認識を行い，病変進行度の判定に用いることを試みている(下図・右〉。
ヒト肝臓試料における エコー信号の処理結果(白)と体内の肝臓における肝
エコーデータの収集 実際の線維組織講造との比表面 
27 

(2)ラジオ波治療の効果判定
肝がんの治療として普及しているラジ才波焼灼療法(畏FA:radiofrequency ablation)において，
対象となる腫蕩を完全に境灼することが重要となる。そこで，治療前後の3DCT像から腫蕩およ皿 
び焼灼部をそれぞれ抽出し大動脈を基準に位置補正を行って高者を比較することで，競灼効
果の辛Ij定を行う手法を考案した。下図の例では，焼灼蔀(茶)が彊霧(懇)を完全に包埋しており，
十分iこ焼灼が行われていることが確認できる。
司じっ
 
治療前・後の3D-CTデータ 大動脈を基準に位置合わせ
から，大動脈と腫蕩・焼灼部 することで，焼灼結果の精度
を切ち出し を判定可能となる
3次元で再構築
医用冨像の統合的利用技街①一揖野領域に対する呼吸間期PEτ.SPECTの処理一 
PETやSPECTなどの該医学イメージングでは，撮影に数分から数十分要するために，撮影中
の呼吸による画像劣化が問題となるわれわれは呼吸同期PET.SPECT画橡群から体内臓器
の変位量を推定し，この変位量を用いて各呼吸位相画像を非線形iこ変形 z合成することで低ノイ
ズ低劣化画像の生成を可能とした.さらに推定された変位量を吸収構正iこ用いる方法を考案し
良好な結果を得ている下図左iま，未処理の呼吸同期 PEτ直像であり，酉像中央から下部にか
けて肝臓が守また画像右上には心臓が描出されている置下図右は，このような未処理の呼吸間
期 PET冨像群に対して考案した手法を適用した結果であり，ノイズが少なく，かつ，肝臓のエッジ
などがよザ鮮明な画像が得られているのがわかる M
未処理 提案手法
医用冨像の統合的利用技術②ーガンマカメラと光学力メラの合成一
センチネルリンパ節(SN)はがん転移の有無の判定に利用できるため，たとえば冒がんの手術
中にその同定が望まれているこのために放射性問位体(RI)を用い小型ガンマカメラで描出する
という方法があるが，これまで RI分布の視認性に難があったわれわれは小型ガンマカメラと光
学カメラで対象を詞詩に撮影し撮影画像を合成することで SNの視認性を向上させるシステム
を考案した.下函左iま，試作したカメラシステムであり，ガンマカメラの底部に光学力メラ等のデバ
イスを設置している.下図右iま，胃描出切片を用いた画像合成の偶であり，ガンマカメラ匡像と光
学カメラ菌像が適切に合成され，視認性を向上させるのに成功している. 
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?ガンマカメラ，光学カメラ，視野を
照明する LED，高さ言十測居のレーザー
などを組み合わせた撮影システム
一一う 
(a)光学カメラ原画像， (b)歪補正後光学

カメラ画議， (c)ガンマカメラ画橡， (d)合

成画f象.記入 (d)爵の矢印は，、注射キャッ
(c) ga限macamera image 
プに入れた評個用 RIが適切に合成されて

いることを示している.
 
その地にも，ひざ関節の動態解析，人工関節街前計画システムのための位置合わせ技街，透
視像と CT像を用いた気管支鏡先端の位置再定，光学的呼吸モニタリング方法，磁気センサ
ーを用いたミニ力、ンマカメラの街中利用法などの研究も行っている.
肌色の独立成分分析法の開発とその皮膚色診断への応用
皮膚の主要な構成色素であるメラニン・ヘモグロビンの計浪IJを行い、皮書状態の解析やスキ
ンケア剤の有効性評価、皮膚疾患解析に応用することを目的としている。皮膚菌像から肌色
の色素成分を抽出する独立或分分析法を応用し、本年度iまメラニン性色素沈着への解析・
応用を行った。 
(1 ) メラニン色素沈着(シミ)の解析システムの構築
これまでの或果から、肌画像(図 1(A))に鼠色の独立或分分析法を適用し、血液由来のヘモグ
ロビン或分画像(函 1(C))と、シミ〈図 1(8))があるメラニン成分とが抽出可能となっているo今回、
この方法を高精紐拡大撮影力メラに適用し、 fシミ解析システムjを構築した(函2 (A))。 シミの
気になる女性105名の値々のシミiこ対して遥用し解析した結果、季節変動、年齢変化を濃さ、大
きさ変色の点から定量的なシミ解析が可能となった(国2(C))。今後、臨広い応用分野の展開を
目指した解析手法の最適化を目指す予定。 
(A)オリジナル (B)メラニン成分 (C)ヘモグロビン成分
函1 凱色の独立成分分析法によるメラニン ヘモグロビン成分抽出例E
29 

(C)定量解析結果(シミの濃さの季節変化) 
15き
簿い 
当主 145
(A)撮影系 (8)メラニン成分 ト13雲
市125
難い115
語尾 12島 3男 5J事
寧寧:P<脱毛
図2 シミ解析システム(拡大撮影系)とそのシミ解析伊j 
(2) 肌画像のりアルタイム・シミュレション システムの構築E
頬部位の訊画像から描出したメラニン成分画像を解析し、加齢に伴うシミの増減のパラメータ
化を行い(画像ピラミッド法により多重解像度解析することで、サイズの異なるシミを解析する手
法を構築)、リアルタイム・シミュレーション・システムに組み込んだ。
本シミュレーション・システムは、シミ壇減、ヘモグロビン・メラニン濃度の増減、凱の光沢変化
を適用することが可能で、自分の顔面像を用いての変化を可視化可能とする。美容茨膚科施術、
化粧品連用における効果予測などの応用展開を今後検討する。 
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〈受賞〉 
Young Scientist Award (26th Symposium on Ultrasonic Electronics) 
Tadashi Yamaguchi，Measurement of the amount of emむolicusing Transesophageal 
echocardiography (Kazuki Hirai，Masami Aoki，Jin Miyagi，Masahiko Suzuki，Hideshige 
Moriya and Hiroyuki Hachiya) 
〈共同研究・受託研究 外部資金獲得状況〉z
璽文部科学省科学研究費槽助金
種別基盤研究(C)(蜂屋)
課題:目干麓組織の音響特性変化を用いた超音波定量診断システムの開発
種男Ij:若手研究(8)(山口)

課題:生体の音響特性変化を考慮した肝病変定量診断法の開発

-日本超音波医学会新技街研究開発班 
f肝犠組織の音響特性変化を用いた定量診断法の開発J(研究代表者:蜂屋弘之)
-共同研究および奨学寄間金
東芝メディカルシステムズ株式会社，松下電器産業株式会社，
千葉大学医学研究読腫蕩内科学，千葉大学医学研究院整形外科学，
大垣市畏病読渚化器内科.JI買天堂大学浦安病院眼科，
東京医科大学医学部第四内科，兵庫医科大学超音波センター
く社会的貢献〉
・日本超音波医学会
評議員，幹事，用語 診断基準委員会幹事，機器及び安全に関する委員会委員，超音波専門E
産額度委員会委員，超音波専門医試験委員会委員，編集委員会委員，教育委員会委員，企
冨委員会委員，技街賞選考委員会委員，超音波工学フエロー認定審査委員会委員
，電子靖報通信学会
超音波専門委員会委員，超音波研究会幹事，特集号議集委員会委員
竃日本畜響学会
評議員，超吾波研究会幹事，独創研究奨励賞板倉記念選定委員会委員
.海洋音響学会
理事，執行理事，評議員，全E委員会委員，ライブラリー部会委員長
.超音波エレクトロニクスの基礎と応、用に関するシンポジウム
幹事会委員，論文委員運童委員
・日米音響学会ジョイントミーティング実行委員会委員
.日中音響学会議実行委員会委員 
• 29th International Symposium on Acousticallmaging組織委員 
.The Second International Worksho担onImage Media Quality and its Apがications現地実行
委員 
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range scenes using a multiband camera，Color Research and Application，Vol.31，Issue 
4，pp.294・302，(2006) 
[2] H. Ue， H. Haneishi， H. Iwanaga， K. Suga Nonlinear motion correction of 
，251.Vo，IEEE Transaction of Medical Imaging，respiratorygatedlung SPECT images皿 
.4)(2006，86-495.4pp.4，No 
[3] Taiga Yamaya， Naoki Hagiwara，τakashi Obi， Tomoakiτsuda， Keishi Kitamura， 
Tomoyuki Hasegawa， Hideaki Haneishi， Nao長oInadama， Eiji Yoshida， and Hideo 
Murayama : Preliminary resolution pe斤Ormanceof the prototype system for a 4-layer 
00卜PETscanηer: jPET-04， IEEE Transactions on剖uclearScience， 
(2006.6) 
[4]撞英規，山崎智浩，羽右秀昭:呼吸間期 PETにおける吸収補正法の提案， Medical imaging 
(2006.9)，pp.229-237.4，No，241.Vo，technology 
[司王ijYoshida，Taiga Yamaya， Mitsuo Watanabe， Keishi Kitamura，Ayako Kobayashi， 
Tomoyuki Hasegawa， Takashi 0むi，Hideaki Haneishi， Masahiro Fukushi and Hideo 
Murayama : Oesign and initial evaluation of a 4-layer 00トPETsystem: the jPE下04，医
(2006.10)，NO.3，261.Vo学物理， 
く執筆〉 
，241.Vo，Medical Imaging Technology 亨文一，-J]特集/多次元室用画像の知的診断支援[1 
NO.3，予p.145-146，(2006.5) 
〈招待講演〉 
[1]羽石秀昭 :f胸部の診断と治療を支援する E橡工学技街J，第 14@]呼吸器核医学研究会 2山
口大学医学部， (2006.4.22) 
[2] :]51石秀昭:ドームスクリーンを用いた高臨場感ディスフレイ，新画像システム研究会，f新しい
イメージングシステムの展開j 講演資料集， pp.43-53，千葉大学， (2006.7.5) 
[3] Hideaki Haneishi: Motion correction of respiratory-gated PET/SPECT images，Seminar 
at Oivision of Medical Imaging Physics，The Russell H. Morgan Oepartment of Radiology 
and Radiological Science， The Johns Hopkins University School of Medicine， 
(2006.11.6) 
[4]羽石秀昭:脱三原色分光的色再現技術の可能性， PAGE2007基語講演， (社)日本印間技
街協会，サンシャイン TOKYO，(2007.2.7) 
く国際学会発表/国内学会発表〉
れ]橿英規，山崎智浩，羽石秀昭，岩永秀幸，大石誉奈，井手亮子，小池正紘，菅一能:呼吸同
期 P王T/SPECT画像に対する酉像処理とその応用，第 14@]呼吸器核医学研究会，山口大
学医学部， (2006.4.22) 
[2] Hiroshi Kouno，Hideaki Haneishi，Masaru Tsuchida: Multispectral Image Acquisition of 
Paintings Drawn with Natural Mineral Pigments and Its A手plication，ICIS '06，pp.614-616， 
(2006.5.7-11)，USAく，New Yorl，Rochester 
[3]羽石秀日召大西良真，林秀樹 :RI集積リンパ節の視認性向上のためのミニガンマカメラと光学
カメラの酉像合成， 2006年度日本写真学会年次大会.2A-01 K， pp.74皿75，千葉大学， 
(2006.6.2幽3) 
[4] 河野宏志，羽石秀~，土田勝:岩絵の異を用いた絵画のマルチスペクトル画像収集とその応
用， 2006年度日本写真学会年次大会， 1A-05K，pp.10-11，千葉大学， (2006.6.2-3) 
NO.3き，531.Vo 
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[5J三鳴達夫，羽石秀昭ー味戸開幸，山曙健:被写体方向を保存したドーム投影のための複数枚
酉{象の合或方法， 2006年度日本写真学会年次大会， 1A-06K，pp.12-13，千葉大学， 
(2006.6.2-3) 
[6J安JlI慎一，羽石秀昭，味戸開幸，山崎擢:ドーム映像投彰における最適なプロジェクタ配置設
計のための画橡評価， 2006年度日本写真学会年次大会， 1A-07K，pp.14-15，子葉大学， 
(2006.6.2-3) 
[7]土田勝，新井啓之，内山俊郎，山口雅浩，羽石秀昭，大山永詔:A method for rendering and 
editing multispectral computer graphics，IS& T's Third European Conference on Color in 
Graphics，Imaging and Vision(CGIV'2006)，(2006β.1922)圃 
[8]羽石秀昭:ドームスクリーンを用いた高臨場感ディスプレイ，新画像システム研究会， r新しい
イメージングシステムの展開j講演資料集， pp.43-53，千葉大学， (2006.7.5) 
[9]柚木慎吾，羽石秀詔，鈴木昌彦，守屋秀繁:20/30レジストレーションに基づ、く膝関節動態靖
報の取得，第 25回日本医用画像工学会大会， (JAMIT Annual Meeting 2006)，予稿集 
(CO-ROM) OP1・3，京都大学， (2006.7.21-22) 
[10]橿英規，羽石秀昭，岩永秀幸，菅一能:呼吸同期血流 SPECTliID像から描出した肺の呼吸
変異量と換気障害との関連性，第 25回日本室用酉像工学会大会， (JAMIτAnnual Meeting 
2006)，予語集(COROM)OP4-4，京都大学， (2006.7.21之2)圃 
[11]山崎智浩，撞英規， 51石秀Bs:呼吸同期 PEτ における呼吸補正法の提案，第 25自日本震
用冨像工学会大会， (JAMIT Annual Meeting 2006)，予稿集(COROM)OP10-3，京都大学，圃 
(2006.7.21・22) 
[12]玉島大輔，現石秀昭，関根康雄:X線透視像と3次元CTを用いた気管支内視鏡ナビゲーシ
ョンシステム，第 25@]日本医用酉像工学会大会， (JAMIT Annual Meeting 2006)，予稿集 
(CO-ROM) OP12-2，京都大学， (2006.7.21-22) 
[13]奥山哲志，羽右秀昭，鈴木昌彦，守屋秀繁:C-armCTとMOCTを組み合わせた手街用口
ボットの位置合わせ法，第25自日本医用酉像工学会大会， (JAMIT Annual Meeting 2006)， 
予稿集(CO-ROM)OP12-6，京都大学， (2006.7.21・22) 
[14] Hidenori Ue，Tomohiro Yamazaki，Hideaki Haneishi，A長iraHirayama，Takashi Sato， 
Shigeru Nawano: 1m手rovementof image quality of chest and liver PET image by motion 
correction and addition of respiratory-gated PEτimages，World congress on medical 
physics and biomedical engineering (WC2006)，Program book，pp.130，3231，Seoul， 
(2006.8.30) 
[15] T. Yamazaki，H. Ue，H. Haneishi，A. Hirayama，T. Sato，S開 Nawano:An attenuation 
correction method for respiratory-gated PET/CT image，IEEE，San Oiego 2006，M14-330， 
San Oiego，(2006.11.4) 
[16]出谷泰寅，吉田英治，北村圭弓，小尾高史，長谷 JI智之，羽石秀昭，谷本克之，吉 HI京 z燦，
伊藤浩，村山秀雄:頭部用 PET試作機jPET-04の健常ボランティアによるイメージングテスト，
，鹿児島県民交流センター，A6JV1，p.204，戸NO.3，431.Vo回日本該医学会学街総会，46第 
(2006.11.9-11 ) 
[17]橿英規，山崎智浩，羽石秀昭，平山昭，縄野繁:呼吸間期 PEτ画像群から抽出した呼吸変 
，NO.3，431.Vo日本核産学会学街総会，匡橡の吸~又橋正，第羽田τPEτlC青報を利用したf位
pp.225，1司 E4，鹿児島県民交流センター， (2006.11.911)四 
[18]羽石秀陪:呼吸による画像劣化を改善する PET.SPECτイメージング，日本VR医学会「医
療安全研究委員会J 豆療情報学彊医療画像工学WG研究会，千葉大学， (2006.11.15) 
[19J羽右秀昭，植英規，山崎智浩，岩永秀幸，菅一能，平山昭，縄野繁:呼吸ゲート胸部SPECT
画集とCT酉像の解析と融合による診新治療支援技術，特定領域「知的画像診断支援J最終
成果報告シンポジウム， r多次元医用画像の知的診断支援」第 4田シンポジウム論文集， 
pp.14ト147，文部科学省科学研究費補助金特定預域研究f多次元医用画像の知的診断支 
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援j総括斑，東京大学大学院医学研究科， (2007.1.12) 
[20]Hiroshi Shimura， Hideaki Haneishi， Yoshikaza Yonemitsu， Tomonori Kato Image 
synthesis of small semiconductor gamma camera and optical camera in small animal 
imaging， Asian Forum on Medical Imagi担92007， MI-2006-86， pp.13-16，韓国 j斉州島 
Cheju National Univ.，(2007.1.26) 
[21] Fumihito Ito， Akio Ooi， Hideaki Haneishi， Masahiko Suzu~く i Oevelopment of a 
preo preative-担lanniη9support system for TKA，Asian Forum on Medicallmaging 2007， 
MI2006ぺ18，pp.129-132，韓国済州島 Ch司uNational Univ.， (2007.1.26) 
awanishi，Masahiko Uzuki， Hideshiga Moriya， Fumihito Ito， .く[22] Shingo Yuzuki， Makoto 
Akio Ooi， Hidea長iHaneishi 20/30 rehistration for acquiring three dimensional 
information of knee joint in standing手osition，Asian Forum on Medical Imaging 2007， 
MI2006・142，pp.223・226，韓国済州島 Cれ司uNational Univ.， (2007.1.26) 
[23] Peter Morovic，Hideaki Haneishi : A quantitative analysis of surface metamerism， 
IMQA2007， C-3， pp.53・58，Chiba Univ.， Ja手an，(2007.3.9) 
〈報道(新聞 .TV.雑誌など)>
[1]大山永Bs，山口雅浩，羽石秀昭:マルチスベクトル(多原色〉技衝を用いた映像システム「ナチ
ユラルビ、ジョン J-研究成果を公爵-， NEWMEOIA， 5・2006，pp .49-50， (2006.5) 
く受賞〉
平成18年度構報通信研究機構部内表彰
毘体名:赤坂ナチュラルピ、ジョンリサーチセンター
団体構成人員は総括重任者，副総括責任者，研究員.羽石は副総括責任者 E
く共間研究・受託研究 E外部資金獲得状況〉
・〈独)1'青報通信研究機構委託研究
課題:マルチスペクトル映像収集量伝送技術に関する研究開発
-文部科学省科学研究費補助金
①種別:特定領域
課題:呼吸ゲート胸部 SPECT画像と CT酉像の解析と融合による診断治療支援技街
②種別:轄慰研究員奨励費 (PeterMorovic) 
課題:マルチスペクトル画像に関する基礎的研究 
z科学技街振興機構(JST)大学発ベンチャー創出推進
課題:人工関節術前計百
研究代表者:土井章男〈岩手県立大)共同研究者:羽石秀昭(千葉大 λ鈴木昌彦〈千葉大)
岩手県立大からの受託研究として実施. 
z財団法人力シオ科学振興財団第 23@]助或
課題:CT.MRトX線透視像を統合的!こ利用した膝関節骨部および軟膏蔀の動態解析
彊共同研究および奨学寄附金
オリンパス株式会社
国立がんセンター東療院放射線科
山口大学医学部開属病院放射線科
放射線医学総合研究所
千葉大学医学研究院整形外科学，呼吸器外科学 
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岩手県立大学
フロンティアメテ、イ力ん工学研究開発センタ一生体ナノ機能材料研究分野
〈社会的貢献〉
学会活動 
.8本室用画像工学会(JAMIT)常任幹事
・日本写真学会代議員 
.8本写真学会年次大会実行委員 
a 電子f青報通信学会震用画像専門委員会委員
省 AsianForum on Medical Imaging 2007プログラム委員(JAMITフロンティア 2007世話人)
彊科学技街庁放射線医学総合研究所客員協力研究員 
• JCIE TC8-07国内技街委員会幹事
その他
文部科学省現代的教賓ニーズ取組支援フログラムペーパーレフェリー
特任准教授 小島伸俊
く原著論文〉 
[1] 5中山夏子，小山内宰，上村隆明，武内栄次蕗，南浩治，小島伸俊，堀公彦，“独立成分分析
法のシミ評価への応用"，日本香粧品学会誌，Acc句 ted(2007). 
[2] Norimichi Tsumura， Toshiya Na主aguchi，Nobutoshi Ojima， Koichi Takase， Saya 
，""Image-Based Control of Skin Melanin τexture，Yoichi Miyake，Kimihiko Hori，Okaguchi 
Applied Optics Vol.45，lssue 25，pp. 6626・6633(2006). 
[3]南浩;合金子智道，鋸島博英，岩本啓，小島停俊，長谷昇堤公彦 "CG酉{象によるベー スメ
イクの光沢惑の評酒"，J.Soc.Cosmet.Chem.Jpn，39(1)，1625(2005).皿 
〈学会発表〉 
[1]小島伸俊， "~虫立成分分析法による凱色の画像解析とその応用 n，第 31 @]日本化粧品技術者
会， (2007.2). 
[2] Norimichiτsumura，Ryoko Usuba，Koichiτakase，Toshiya Na主aguchi，Nobutoshi Ojima， 
Nobutoshi Komedaand Yoichi主lIiyake，“"1mτ羽lage8asedControl of Skin Translucency 園 
Third European Conference on Color i川nGraphics，Imaging and Vision (CGIV 2006) 
(2006.6). 
[3]上村隆明，i中出夏子，武内栄次郎，執EP美加，涼松淳，南浩治，Ij¥島伸俊，中島淳，堀公
彦J'独立或分分析法を用いたシミ評罰法の開発ぺ第 31@]日本香粧品学会学術大会講演
要旨集， p.28(2006.6) 
[4] ;京松淳，中島淳，小島伸後，南浩治，沖山夏子，上村隆明，佐野友EZ，n慢性色素斑(シミ)の
解析に対する新たな手法の提案¥日本薬学会第 126年会要旨集 3，p.94(2006.3). 
[5]牧野貴雄，中口俊哉，津村徳道，高瀬紘一，関口紗綾，小島伸俊，三宅洋一"実時間表情認
識を用いた顔色変化シミュレータの開発，"カラーフォーラム JAPAN2005，pp.133ぺ36. 
(2005.12.2) . 
[6]関口紗綾，津村徳道，中日俊哉，沖出夏子，小島伸俊，三宅洋-"fl凡テクスチャの解析と合
成， "Optics Japan 2005，pp.196・197，(2005.11.23) . 
[7] Nobutoshi Komeda，NoむutoshiOjima，Keiko Okuzumi，Jouji Okada，Keiichi Fukuda， 
Kimihiko Hori，"Analysis of skin appearance based on internal scattering of light"，IFSCC 
CONFERENCE-FIR正NZE2005 PODIUM PROCEEDINGS P201皿 P207(2005.9). 
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[8]小島伸俊，i中山夏子，陪口紗綾，高瀬紘一，中口俊哉，津村徳道，堀公彦，三宅洋一，“凱画
像の独立成分分析法と用いた色素沈着の定量化'¥第 20自生体・生理先学シンポジウム論
文集， 183・186(2005.9). 
[9] Norimichi Tsumura，Toshiya Nalくaguchi，Nobutoshi Ojima，Koichi Takase，Saya 
Okaguchi，Ryoko Usuba ， Yoichi，imihikoHori，}くNatsuko Okiyama ，Mitsuhiro Shiraishi
Miyake，Real-time image-based control of skin melanin texture，ACM SIGG畏APH2005 
slくetches(2005.8). 
[10]τoshiya Na主aguchi，Norimichi Tsumura，Koichiτakase，TalくaoMakino，Saya Okaguchi， 
Ryoko Usuba， Nobutoshi Ojima， Yoichi Miyake， Color-Enhanced Emotion， ACM 
SIGGRAPH2005 Emerging Technologies (2005.7). 
く報道(新聞 .TV.雑誌)>
[1 ]読売新聞 2006.1.10掲載「美しさの行方シミ・シワ・たるみ..・怖くない j
[2]朝日新聞 2005.9.18r技ありお肌診断機メラニンや車色までピタリj
く社会的貢献〉 
[1]デジタルバイオカラー研究会理事 
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